
 

 

 

案件４ 

 

「本市の平成 30年度ごみの排出量について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本市の家庭系ごみ量の推移

小型 大型 小型 大型
平成26年度
(基準年度)

417.0 471.5 278,588 42,406.00 47,951.00

平成27年度 411.5 29.0 26.7 467.2 -0.9% -0.9% 279,341 42,071.39 2,964.04 2,726.78 47,762.21

平成28年度 399.1 28.0 25.4 452.5 -3.1% -4.0% 280,567 40,873.84 2,862.89 2,599.76 46,336.49

平成29年度 403.6 24.5 21.3 449.4 -0.7% -4.7% 281,320 41,441.92 2,518.09 2,191.28 46,151.29

平成30年度 384.6 25.5 21.5 431.6 -4.0% -8.5% 282,194 39,609.52 2,629.19 2,212.01 44,450.72

令和７年度
(目標年度)

342.1 392.0 -16.9% 278,979 34,834.00 39,912.00

※小数第2位で四捨五入

・減量目標値-16.9％（基準年度比）に対し、平成29年度実績は-4.7％で、平成30年度実績は
　-8.5％であった。
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本市の事業系ごみ量の推移

平成26年度
(基準年度)

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和７年度
(目標年度)

・減量目標値-12.3％（基準年度比）に対して、平成29年度実績は-11.2％で、平成30年度実
　績は-8.9％であった。

・前年度のごみ量と比較すると、平成30年度は2.6％増加している。
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基本施策４ きちんと分別で資源の循環をすすめる 

取組方針（１）減量化の推進 

 【目指すまちのすがた】 
・家庭系ごみや事業系ごみが減少しています。 
・不適正ごみの搬入を未然に防ぎ、ごみの減量化・適正化が図られています。 

【設定した環境指標の状況】 

 
「市民１人１日あたりの家庭系ごみ排出量」 

（10-1） 

平成30(2018)年度の市民１人１日あたり

の家庭系ごみ排出量は475ｇと前年度に比べ

て増加しておりますが、災害ごみを除いた排出

量は432ｇと順調に減少しています。 

※基準年度は、本指標に関連している一般廃棄物処理基本計

画の基準年度である平成26(2014)年度にしています。 

目指す方向性 

「事業系ごみ年間排出量」（10-2） 

平成30(2018)年度の事業系ごみ排出量

は47,749ｔ(前年度比2,915ｔ増)、災害ご

みを除いた排出量は46,005ｔ(前年度比

1,171ｔ増)であり、平成26(2014)年度

(基準年度)から初めて増加しました。 

※基準年度は、本指標に関連している一般廃棄物処理基

本計画の基準年度である平成26(2014)年度にしてい

ます。 

目指す方向性 

：基準年度   ：最新年度 

<参考>令和元年度版　いバラきの環境から抜粋


